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1．はじめに 
評者に与えられた課題は上記『日本語教育学―社会をつくる日本語教育』の「書評」で
ある。本書には、日本語教育ないしは日本語教育学に関わる多様な領域、課題、問題性そ
して成果などについての多彩な論考がシステマティックに整序されて収録されており、非
常に触発的な一書となっている。評者自身の考え方にも親和性があり、「共感と批判」を二
本の軸として論評をまとめてみたいと考える。 
まず次章で、本書の編集意図と本書全体の構成や多様な論点を確認・紹介する。第 3 章
では本書のキーコンセプトと目される「公共性」概念に着目し、本書に盛り込まれている
中枢的と思われる考え方について批判的に吟味しつつ、筆者なりの視点を提起することで
「書評」としての責めを塞ぐこととしたい。 
2．『公共日本語教育学―社会をつくる日本語教育』編集の意図 
2.1 編集の意図／摘録 
編者の川上郁雄は、本書の冒頭の「序 なぜ『公共日本語教育学』の構築なのか」で次
のように述べる。 
「社会の在り方と日本語教育のあり方をどのように考えるか」「言語教育にどのような
公共性があると思うのか」「日本語教育の歴史性をどう捉えるのか」「植民地主義から
学ぶ現代の日本語教育は何をめざすのか」「学の公共性を議論することで、実践はどう
変わるのか、変わらいのか」「国内・海外の市民性の議論と日本語教育はどうつながる
のか」「実践の視点から、言葉の教育の公共性はどう捉えられるのか」「教室と社会は
どのようにつながるのか」「日本語学習者とは誰なのか」などの問いについて、日本語
教育に関わる一人ひとりが問われているのです。（p.iii） 
川上は、日本語教育の歴史的なパースペクティブを踏まえつつ、 また多様化の度合いを
増していく日本語教育に関わる諸活動総体を睨みつつ、「日本語教育の社会的役割と位置付
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け、あるいは公共性についての議論」（p.ii）を喚起していく必要性を説く。上に摘録した
一見相互の脈絡や関係性がはっきり読み取りにくい多様な「問い」を例示的に立てて読者
を触発することで、「一人ひとりの内省と、新たな問題意識による実践を通じて、……これ
までの日本語教育を再考し、新たな日本語教育学、公共日本語教育学の構築をめざす真摯
な議論」（p.iii）を喚起しようとするのである。 
2.2 目次／若干のコメントと共に 
「書評」という性格上、各論考についてまた各論者の考え方について若干なりとも個別に
コメントを付していくべきであると考えるが、紙幅の関係上個別的・網羅的な論評は控え
ざるを得ない。ここでは「目次」を、若干のコメントを適宜挿入しつつ圧縮して採録する
ことで、本書の全体像を俯瞰し論点構成の見取り図とすることにしたい。 
本書は、冒頭に編者による「序」を配し、本論は 3 部構成で、それぞれ「第 1 部 公共
日本語教育学は可能か」（第 1 章から第 5 章）、「第 2 部 実践から、公共日本語教育学を
考える」（第 6 章から第 10 章）、「第 3 部 公共日本語教育学の構築へ向けて」（第 11 章、
第 12 章）となっている。また、各章の末尾には編集サイドからの「コメント」が添えら
れている（以下の「圧縮した目次」では［ ］で記載）。 
2.2.1 第 1 部 公共日本語教育学は可能か（pp.1-112） 
第 1 部は、多様な専門家による 5 つの講演の再録とそれぞれの発言についての日本語教
育の立場・観点からのコメントが収録されている。第 1 章は「公共人類学の立場」から、
第 2 章は「政治学・政治哲学的立場」から、第 3 章は「教育心理学・発達心理学的立場」
から、第 4 は「社会言語学的・言語文化教育論的な観点」から、第 5 章は主として「言語
教育政策の観点」からの発言である。 
第 1 章 公共日本語教育学の可能性―公共人類学の視角から（山下真司）［公共人類学
と公共日本語教育学の接点（川上郁雄）］∥ 第 2 章 公共性と自由―「公共の福祉」を
どう理解するか（齋藤純一）［政治学的論点と公共日本語教育学（川上郁雄）］∥ 第 3 章 
言語学習の公共性と私性（石黒広昭）［学習／教育心理学から見た公共日本語教育学（舘岡
洋子）］∥ 第 4 章 日本語教育は誰のためのものか？―自己実現のための日本語教育を
めざして（イ・ヨンスク）［誰のための日本語教育学かという問いかけ（蒲谷宏）］∥ 第
5 章 日本語教育の公共性を問う―過去・現在・未来（平高史也）［社会を作る公共日本語
教育学（小林ミナ）］∥ 
第 1 部の議論は、総じて「狭義の日本語教育」の外部として位置付けられる学的観点か
ら「公共日本語教育学構築の可能性」についての示唆的な論点を提示するという趣きであ
る。日本語教育の通時的背景や共時的多様性や今後の展開の可能性などについてそれぞれ
の専門的観点から発言されており、それらを日本語教育の立場からどのように受け止めよ
うとしたかが読み取れる構成になっている。 
2.2.2 第 2 部 実践から、公共日本語教育学を考える（pp.113-222） 
第 2 部は、日本語教育の様々な側面における多様な実践の立場から「公共日本語教育学」
を捉え返そうとする。冒頭に編者による導入的一文（表題は第 2 部の表題と同じ）が添え
られている。 
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第 6 章 学校現場から考える / 第 1 節 鈴鹿の子どもたちへの日本語教育（中川智子） 
/ 第 2 節 目黒モデルの実践（人見美佳） / 第 3 節 高校生のための日本語カリキュラム
開発（河上加苗） / ［学校現場から公共日本語教育を考える（川上郁雄）］∥ 第 7 章 歴
史の中で考える / 第 1 節 当事者の語りから日本語教育の歴史を考える（田中祐輔） / 第
2 節 「かつての日本人」の言葉を受け止める（佐藤貴仁） / 第 3 節 日本で生きていく
中国帰国者（齋藤恵） / ［歴史の中で公共日本語教育学を考える（池上摩希子）］∥ 第
8 章 教室空間から考える / 第 1 節 大学留学生のための日本語教育（小宮千鶴子） / 第
2 節 「教える／教えられる」関係を越える教室（池上摩希子・い じょんみ・小島佳子） 
/ 第 3 節 自立学習支援から考える日本語教育の公共性（古屋憲章・千 花子・孫 雪嬌） / 
［教室空間から公共日本語教育学を考える（舘岡洋子）］∥ 第 9 章 ネットワークから考
える / 第 1 節 インターネットを通じた日本語教育実践（毛利貴美） / 第 2 節 遠隔日
本語教育の実践（尹智鉉） / 第 3 節 グローバル MOOCs における世界初の日本語講座
（戸田貴子） / ［ネットワークから公共日本語教育を考える（李在鎬）］∥ 第 10 章 専
門性から考える / 第 1 節 成熟した「ことばの使い手」になる（小林ミナ） / 第 2 節 海
外の現場で「公共性」を問う（福島青史） / 第 3 節 「自立した書き手」を育てる（太田
裕子） / ［専門性から公共日本語教育学を考える（小林ミナ）］∥  
 この第 2 部では延べ 25 名が執筆しており、日本語教育の現場における様々な実践活動
とその成果が「公共日本語教育学」の一翼を担っていることを主張しようとしている。「公
共日本語教育学」の部分領域それぞれを個別的に充当しようとしているように読み取るこ
とができる。 
2.2.3 第 3 部 公共日本語教育学の構築へ向けて（pp.223-247） 
この第 3 部では、第 1 部、第 2 部で提出された諸論点を踏まえつつ「公共日本語教育学」
の暫定的な概念規定と本書のような試みの意義と可能性を検討しようとする。結論という
よりは多様な考えの「集約」の部分と目される。 
第 11 章 日本語教育学における「公共性」を考える（蒲谷宏）∥ 第 12 章 公共日本
語教育学の地平（川上郁雄）∥  
上記第 3 部の後に「あとがき 新たな日本語教育学の構築をめざして（川上郁雄）」が
続く。川上はそこで、早稲田大学における日本語教育、日本語教育研究、日本語教員養成
の歴史的経緯を振り返りながら、以下のように述べる。 
「世界の情勢は 21 世紀に入り、混沌とした状況が続いています。移民・難民への支援
と排外主義、新自由主義と反グローバリズム、自由貿易と保護主義、テロと安全保障
などのキーワードがメディアを席巻する中で、教育、特に言語教育も新たな課題に直
面しています。学習者の多様化にともなう教育実践の多様化、分散化、細分化は、私
たちの進む方向性を考えにくくし、「人とことばと社会」の関係をますます見えづらく
しているように感じられます。……本書は、そのような問題意識から、早稲田大学大
学院日本語教育研究科が総力をあげて社会に発信する新しいメッセージなのです。」
（p.249） 
以下の章で、評者なりの「共感と批判」について述べていくことにしたい。 
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3．共感と批判 
3.1 公共日本語教育学／日本語教育の公共性 
 編者川上は冒頭の「序」において、日本語教育を取り巻いている学習者の多様化・学習
現場の多様化・教育内容の多様化という現状を踏まえつつ、また公益社団化した日本語教
育学会の理念にも言及しつつ、「日本語教育の公共性というときの「公共性」とは、……行
政の＜公益＞の意味ではなく、社会のあり方、人のあり方、そして社会とことば、人とこ
とばを考えるときの言語教育としての日本語教育の視点」（p.ii）だと述べる。 
本書の執筆陣はそれぞれの観点から日本語教育の公共性に触れているが、その多くは、
それぞれの専門性の観点から、あるいはそれぞれの個別的実践の観点から日本語教育が有
する公共的特質・利点を標榜し強調して、拡散していく日本語教育を「公共性」の下に投
錨させようとしているように思われる。評者は、「多様化」していく日本語教育を「公共性」
の下に繋ぎとめ「学」として捉え直しうるのかどうかについての確たる考えはまだない。
それは「公共性」や「日本語教育学」の概念規定如何に関わっているように思われる。川
上自身も述べているように、それらの概念規定の試みはまだ緒に就いたばかりである。 
編者川上は、第 3 部第 12 章の自身の論考の中で、第 1 部に収録されている 5 人の論者
の発言を吟味・整理しながら、「日本語教育の公共性」を考える上での重要な視点としてい
くつかの論点を摘出する。その上で、次のように論考を締めくくる。 
「公共日本語教育学は、よりよい社会を考え、日本語学習・日本語教育の実践を日本語
使用者とともに協働的に創っていくことを通じて、日本語使用者とともに「人とこと
ばと社会」のあり方、そして 21 世紀に生きる人の生き方を構想していく学でありま
す。したがって、公共日本語教育学は、既存の社会的規範にそった実践を行うのでは
なく、一人ひとりの日本語教育実践者が「人とことばと社会」のあり方を考え提案し
ていく実践研究であると考えられます。……一人ひとりの日本語教育実践者が、モノ
リンガルな言語教育としての日本語教育を脱し、日本語教育を通じて日本語使用者と
ともに複言語使用の生き方を考え提案していくというパラドクシカルな実践研究であ
り、また新たな社会秩序とこの人権のバランスのあり方を考え提案するという弁証法
的実践研究であるということです。そのような意味で、一人ひとりの日本語教育実践
者が社会実践の学として日本語教育の研究成果を世に発信していくときに、公共日本
語教育学の地平は開かれていくのです。」（pp.245-246） 
 
3.2．とは言え……  
3.2.1 なぜ「公共性」なのか？ 
本書は、「公共性」という社会的・価値規範的な概念の下に日本語教育の諸研究・諸実践・
諸活動の総体を統括しつつ位置づけ直し、日本語教育の視界を拡大し、学的な密度を拡充
し、そうすることで「日本語教育（学）」を新たな水準（パラダイム）において根本的に改
革・変革しようと企図する野心的な試みである。しかし、なぜ「公共性」なのか。 
言われているように「公共性」の概念規定はまだ緒に就いたばかりであり、論者によっ
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てその意味するところに揺れが存在する。しかも導入されている「公共性」概念はいわば
近代的理念としての価値規範的な概念であり、日本語教育の拡散する現状から要請され出
立するものではないように観ぜられる。 
例えば、日本語教育の現状には、高等教育段階の日本語教育（そこには学術的、専門職
的、職業的な内容が含まれる）、地域社会における日本語教育（移民・定住外国人とその家
族、初等中等教育段階における年少者、子どもの言語アイデンティティ形成に関わる母語・
継承語教育などが含まれる）、諸外国における日本語教育（世界各地における高等教育、初
等中等教育、成人（キャリア）教育、継承語教育などが含まれる）など、教育対象者に即
して一瞥しただけでも極めて多様な内実がある。日本語教育のそのような多様性・複合性
を統括的に整序するためには、何よりも日本語教育の実態把握から出発して、分節化され
た細部を統括的に統合しつつ操作可能な形に体系化された包括概念を構築していく必要が
あるのではないか。それが「公共性」という近代的価値規範的な概念に収斂するかどうか
は結果論である。日本語教育（学）の現状を記述的に統括する概念規定を模索することが
先決ではないか。 
3.2.2 社会変革のための日本語教育／日本語教育の変革の地平 
さらに「公共性」という旗幟は、「よりよい社会」へと変革していくために、日本語教育
の目指すべき価値的方向性、価値的地平（新たなパラダイム）を提示しようとしているよ
うに観ぜられる。つまり日本語教育にとっての「公共性」とは、多様化し拡散する日本語
教育学（日本語教育の諸研究・諸実践・諸活動の統括的体系）の「価値規範的特質」と捉
えられており、現状の日本語教育を「社会変革のための日本語教育」として捉え直し再措
定しようとしている。この方向性についても評者としては強い共感を覚える。 
しかし、「社会変革のための公共日本語教育学」を標榜するなら、歴史的・思想史的な観
点から「近代・現代」を俯瞰しながら、「現代社会の問題性」を摘出し（本書にはその趣旨
の記述が見られる）、その問題性と「日本語教育が抱え込んでいる問題性」（これについて
も本書の中で現状の一端が把握されている）とを同じ地平（近代という地平）における理
念的かつ現実的問題性として捉え返す視点が必要ではないか。その捉え返しの上で、日本
語教育の変革の道筋と現代社会の変革の道筋との類同性を指摘し、具体的な変革の方向性
を模索するべきではないか。その途上で日本語教育が掲げる旗幟としての「公共性」が浮
上してくるかどうかは、これもまた結果論であるように思われる。 
3.2.2 共感と批判 
本書は、早稲田大学大学院日本語教育研究科ならではの実践力・組織力を十分に活かし
た多様な研究・実践を、理論的に整序・統括しつつ新たな日本語教育学の姿を提示しよう
とする野心作である。「公共性」に即する形で批判的かつ基底的なコメントを付したが、実
践の学としての日本語教育学の将来像を彫拓しようという企図について、強い共感を持っ
て読むことができ、また基底的・原理的な批判を惹起しうるだけの視野の広さと議論の深
さを併せ持つ書物となっていることを最後に報告して「書評」としたい。 
（すなかわ ゆういち 国際交流基金日本語国際センター） 
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